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１．環境配慮設計の取組み事例
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1-1.トリレンマの時代
～環境･人間･経済⇔技術の多元連立方程式を解く毎日～

製品企画 ライフサイクルにおける環境側面の特定

評価項目の選択／評価・分析

設計方針／環境負荷低減目標設定

製 品 設 計 ／ 試 作

設 計 審 査

商品化

省資源（減量化）、省エネ性

標準化、再資源化直材費低減
原価低減

ライフサイクルコスト損益分岐点収 益

省資源棚残削減短納期化

長寿命化長期使用

省資源、省エネ性、処理容易性

保守容易性
手直し削減不良低減

（歩留まり

・信頼性向上）

省エネ性、分解性、処理容易性工数低減

省資源、省エネ性新技術
生活ソフト

性能･機能向上

一般的側面 環境側面

レーダーチャート

出典；市川芳明編著「環境適合設計の実際」に加筆

出典；家電製品協会

「家電製品 製品ｱｾｽﾒﾝﾄﾏﾆｭｱﾙ概要版」

総合評価・個別評価実施例
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1-2.製品“環境配慮”の変遷
第１世代
1970年～

第２世代
1990年～

第３世代
2000年～

NEXT STEP

公害問題

公害防止条例
廃棄物処理法

地球環境問題

環境基本法
省エネ法
再生資源
利用促進法

循環型社会構築

家電リサイクル法
資源有効利用促進法
グリーン購入法 他

エンドオブ
パイプ管理

環境管理
（EMS）

性能
コスト
環境配慮
-省エネ
-省資源
-リサイクル

性能
コスト
環境配慮←ｸﾞﾘｰﾝ調達
-省エネ、３R
-適正処理、情報提供

個別要素
の改善

ライフサイクル全体
の改善

性能
コスト

環境配慮のグローバリゼーション

・欧州；WEEE/RoHS指令、EuP指令、REACH，
・中国； WEEE/ RoHS新法案、米国ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ；電子廃棄物ﾘｻｲｸﾙ法
・ISO/IEC国際標準

環境経営（ LCA、ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ)        環境経営(ﾌｧｸﾀｰ、ｲﾝﾊﾞｰｽﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ)

自己循環システムの確立による
“実効性ある環境配慮設計”の高度化
○環境情報の開示と伝達方法の改善
○国際標準化提案
○マテリアルリサイクルに関する技術開発
（材料、品質評価技術）

環境配慮設計の可能性追及
○製品アセスメントガイドライン
○リサイクル可能率等の算定

国際競争力の向上

３Ｒシステムの高度化

家電製品等由来“再生資源”の高付加価値化

製品･サービスの価値と地球環境の両立

マテリアルリサイクルの推進
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家電製品の例：http://www.aeha.or.jp/assessment/aeha/aeha_evaluation.html

1-3.循環型社会システムと環境配慮設計の評価項目
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1-4.環境配慮設計の評価内容例

 

評価項目 評価内容例 具体的評価指標例 

資源の減量化 
・製品の性能あたりの体積や専有面積が削減されているか？ 

・製品の性能あたりの質量は削減されているか？ 等 

・製品全体の質量、体積 

・同等製品に対する減量化率、小型化率、軽量化率 

製品の長期使用性 
・製品の機能向上性は向上しているか？ 

・製品の修理／保守性は向上しているか？ 

・製品の耐久性は向上しているか？ 等 

・製品・部品の耐久性、推定寿命 

・保守部品の供給期間 

・修理しやすい構造 
リデュース 

希少資源材料の減量化 ・希少資源材料は減量化されているか？ 等 ・希少資源の質量 

再生資源の使用 ・再生資源を使用しているか？ 等 
・再生資源を使用した部品の点数、再生資源の実質質量 

・再生資源利用率 

 
再生資源・再生

部品の使用 
再生部品の使用 

・再生部品を製品製造時に使用しているか？ 

・再生部品を保守・修理時に使用可能か？ 等 
・再使用部品数 

リユース対象ユニット・部品 

の明確化 

・リユース可能なユニット、部品を製品企画・設計段階で決めているか？ 

・リユース可能なユニット、部品情報を明示しているか？ 等 

・リユース可能なユニット数、部品数 

・リユース対象部品の明確化・共通化・標準化 

リユース対象ユニット・部品を回収 

するための解体、分離の容易性 
・リユース対象ユニット・部品の取り出しは容易か？ 等 

・分解し易いユニット構成 

・部品の分解・分離の手段の容易化・共通化・標準化 

リユースの判定基準 
・ユニット、部品の余寿命は明確か 

・リユースするユニット、部品の信頼性評価方法は確立されているか 等 

・信頼性評価手法の明確化 

・寿命評価の判定方法、修理選別基準 

リユース 

リユースユニット、部品の 

清掃容易化 
・清掃可能か？ 清掃しやすい構造になっているか？ 

・よごれにくい素材の採用、構造になっているか？ 等 

・清掃容易な構造 

・よごれにくい素材 

収集・運搬時の作業性向上 
・前後・左右の質量バランスが適切で、安全かつ容易に収集・運搬が行えるか？ 

・質量または容量の大きい製品の場合、把手や車輪が適切に配置されているか？ 等

・製品全体の質量、容積、バランス 

・把手・車輪の位置の適切さ 

 
収集・運搬の 
容易性 

収集・運搬時の積載性向上 ・積載効率の向上が図りやすく、荷崩れを起こしにくい形状か？ 等 
・裸荷状態での積載性 

・耐衝撃強度 

事前に分解を要する場合の環境保全等への対応 ・分解時に環境負荷物質の漏出や作業上の危険はないか？ 等 ・環境負荷物質の漏出や作業上の危険に対する対策の有無 

分離・分別対象物の明確化 ・分離・分別する部位を特定しているか？ 等 ・分離・分別部位の明確化 

材料・部品の種類及び点数の削減
・材料の共通化は図られているか？ 

・部品の共通化は図られているか？ 

・部品の点数は削減されているか（ユニット化等含む）？ 等 

・材料・部品の種類数、点数 

 

分離・分別のための表示 
・分離・分別するべき部位の識別は容易か？ 

・合成樹脂製部品には材質が適切に表示されているか？ 

・小型二次電池及び同使用製品等に係る表示等が適切になされているか？ 等 

・分離・分別すべき対象物の識別性 

・プラスチック部品の材質表示 

分
離
・分
別
処
理
の
容
易
性 材料・部品の分離・分別容易性 

・分離が容易な構造・組立方法となっているか？ 

・複合材料の使用は削減されているか？ 

・大型部品の材料の共通化は図られているか？ 等 

・分解時間 

・工具の種類・数 

・一方向からの解体・分解性 

・ねじ頭の種類とねじの数 

・分離困難な接合の回避 

リサイクル性 
リサイクルが可能な材料、部品の

特定と選択 

・リサイクルが可能な材料、部品を特定し、使用しているか？ 

・複合材料の使用、リサイクルを阻害する加工は削減しているか？ 等 

・再資源化可能率 

・複合材料の使用、リサイクルを阻害する加工等の削減 

出典；(財)家電製品協会「家電製品 製品アセスメントマニュアル(第３版)」に加筆
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分解性 ●基板の１ﾌﾞﾛｯｸ化、回路の高集積度化等に
より、部品点数削減、軽量化(ﾘﾃﾞｭｰｽ)

リサイ ●前枠とﾊﾞｯｸｶﾊﾞｰに、環境汚染物質の発生確
クル性 率が極めて低い非ﾊﾛｹﾞﾝ系素材を使用

●内部配線に、被覆材の安定剤に鉛を使用し
ない電線を採用
●機構部品の塩化ﾋﾞﾆﾙ材使用を廃止
●JIS標準ﾈｼﾞ採用、使用工具の種類統一

省資源 ●梱包材の分割･小型化(ﾘﾃﾞｭｰｽ)

省エネ性●年間消費電力量を、91kWh/年(29%)削減
●待機時消費電力を4.3Wから0.4Wへ91％削減

(2000年製品を、1997年製品との比較した例）

1-5.環境配慮設計の実施例１：カラーテレビの３Ｒ

２９％消費電力量削減

６１％発泡スチロール削減

３８％リサイクル可能率向上

５９％分解時間削減

結果項 目

出典；市川芳明編著「環境適合設計の実際」
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回収した冷蔵庫
の野菜ケース

エアコンの
サービス
パネルへ

洗浄後、
再ペレット化

1-6.環境配慮設計の実施例２：再生プラスチックの利用

蒸発器ｶﾊﾞｰ
（元；廃洗濯機水槽）

ﾌｧﾝﾓｰﾀﾎﾙﾀﾞ
（元；廃洗濯機水槽）

ｾﾝﾀｰ仕切ﾌﾘｰｻﾞ上
（元；廃冷蔵庫野菜ｹｰｽ）凝縮器ｶﾊﾞｰ（元；廃洗濯機ﾊﾞﾗﾝｻ）

【事例１】 洗濯機部品/冷蔵庫部品から
冷蔵庫部品にリサイクル

【【事例１事例１】】 洗濯機部品洗濯機部品//冷蔵庫部品から冷蔵庫部品から
冷蔵庫部品にリサイクル冷蔵庫部品にリサイクル

【事例２】 冷蔵庫の野菜ケースから
エアコン部品にリサイクル

【【事例２事例２】】 冷蔵庫の野菜ケースから冷蔵庫の野菜ケースから
エアコン部品エアコン部品にリサイクルにリサイクル

冷蔵室

野菜室

冷凍室

室外機
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1-7.環境配慮設計の期待効果と３Ｒ分野の課題

３R対策
（資源循環）
リデュース
リユース
リサイクル

○調達素材･部品における製品含有化学物質につい
ては、グリーン調達等の側面から、サプライチェー
ン管理の検討が進展中

○消費者への商品訴求力も大きく、既に画期的な省
エネ製品の商品化を実現中

○直接的に消費者リスクにつながる事項ではないも
のの、製品に含有される物質に起因する問題であ
り、対策実施は消費者へのご理解（商品競争力）
向上につながる

製品含有化学
物質管理対策

現状では、直接的な消費者メリットが
見え難い

＜現状＞
リデュース・・・各社の商品戦略で推進
リユース‥‥・家電は使用条件が様々、

１０年以上使用されるものは不適
リサイクル‥・各社各様の方法に基づく取り組み

が進展している

３R‥‥‥‥資源有効利用促進法で規定して
いる判断基準は概念的レベル

○省エネ製品の設計は、使用時のエネルギーコスト
削減を通じて、直接的に消費者メリット（商品競争
力）につながる

省エネルギー
推進

高度化の取り組み期待効果

環境配慮設計推進の“インセンティブ”が働く

環境配慮設計推進の“インセンティブ”が働く

省エネ評価指標、測定方法・基準、表示方法等
について統一的なルール設定がなされている

デファクトとして、業界におけるグリーン調達の
統一的なルールの検討が進展中（JGPSSI*）

○リサイクルに関する共通的な
情報提供基盤を整備すること
により、消費者の理解が深まり、
商品競争力としての評価につな
がる
○共通化により、環境配慮設計
推進のｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞが働く

*ＪＧＰＳＳＩ；グリーン調達調査共通化協議会
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２．３R分野の環境配慮設計推進に係る提案
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2-1.３R分野の環境配慮設計推進に係る提案
背景背景
・・
目的目的

製品のライフサイクル全体において、資源消費量、廃棄物発生量及び環境負荷の最小化を達成する上で、
ライフサイクルにおける関係主体（素材、部品メーカ、製品メーカ、消費者、リサイクラー等）が活用しうる
“環境配慮情報”を共有していく。 これにより、“製品メーカの環境配慮設計の促進”、“消費者等による環
境配慮製品の選択・ご購入の促進“、”リサイクル等静脈分野の高度化の促進“を図る。

家電リサイクル等の仕組みにより、製品由来の素材等が回収・リサイクルされ、
資源循環、環境負荷低減を目的に、自己循環の再生資源利用が進展。これら
再生資源利用に係る取組みが正当に評価されるためにも、製品の再生資源利
用の程度を、適切な指標により情報開示し、消費者等のご理解を得て、市場で
のリサイクル配慮製品の普及を促す。

共創の
お願い

共創の共創の
お願いお願い

メーカは、製品由来の再生資源の高付加価値化（マテリアルリサイクルの推進）、
資源有効利用の徹底を目的に、環境配慮設計のツールとして、製品にリサイク
ラー向けの環境配慮情報を盛り込んでいる。これらは、現状では各社各様の方
法・表示内容であるが、社会システムとしてリサイクル分野での作業の効率化や、
リサイクルの高度化を実現する上で、表示の共通化を図る。

グローバルな事業環境にある我が国電機電子業界は、「提案１、提案２」等の自
己循環型の再生資源利用を基本にした実績ある環境配慮設計の考え方や手法
を、積極的に国際標準化活動（IEC/ISO）の場に提案し、技術進歩への対応と
国際整合の確保を目指す。

対象対象
製品製品
リサイクル法制度のある
製品から段階的に実施

【【 提案１提案１ 】】
再生資源利用率等の再生資源利用率等の
指標、定義及び表示指標、定義及び表示
の共通化の共通化

時期時期
・２００５年夏頃を目途に、JIS化等の検討
・並行して、IECへの提案を進める

環境配慮製品が社会に認知され、評価される仕組みの構築に向けて
◆電機電子業界 ‥‥ 今後も環境配慮製品の創出に邁進します！
◆ 消費者 ‥‥‥‥ 環境配慮製品の新たな価値としてのご理解とご購入をお願いします。
◆ 素材メーカ ‥‥‥ 再生材循環のデータ開示、技術開発の一層の促進にご協力をお願いします。
◆ 流通・マスコミ ‥‥ 開示情報の伝達と普及、消費者の理解の促進にご協力をお願いします。
◆ リサイクラー ‥‥ 機器メーカとの共通ルールに基づく環境情報の有効活用を図ります！

環境配慮製品が社会に認知され、評価される仕組みの構築に向けて環境配慮製品が社会に認知され、評価される仕組みの構築に向けて
◆電機電子業界 ‥‥ 今後も環境配慮製品の創出に邁進します！
◆ 消費者 ‥‥‥‥ 環境配慮製品の新たな価値としてのご理解とご購入をお願いします。
◆ 素材メーカ ‥‥‥ 再生材循環のデータ開示、技術開発の一層の促進にご協力をお願いします。
◆ 流通・マスコミ ‥‥ 開示情報の伝達と普及、消費者の理解の促進にご協力をお願いします。
◆ リサイクラー ‥‥ 機器メーカとの共通ルールに基づく環境情報の有効活用を図ります！

【【 提案２提案２ 】】
含有物質表示、易解体性等含有物質表示、易解体性等
リサイクルの高度化に係るリサイクルの高度化に係る
表示の共通化表示の共通化

【【 提案３提案３ 】】
IEC/ISOIEC/ISOへの提案への提案
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2-2.提案事項１：再生資源利用率等に係る事項
■指標の定義

以下の３種類の指標①②③を定義する。

①再生資源利用率＝再生資源質量※１／製品質量

②再生金属資源利用率＝再生金属資源質量※１／製品金属質量

③再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源利用率＝再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源質量※／製品中のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ質量

分子：金属再生資源質量
分母：単一素材まで分解可能な金属質量※３

分子： プラスチック再生資源質量（ポストコンシューマ材のみを対象）※２

分母：単一素材まで分解可能なプラスチック質量※３

分子､分母とも熱可塑性プラスチックのみを対象とする。

■情報開示と活用の考え方

※詳細は、JIS化等の検討において更に明確化する。製品メーカは、再生資源利用率等の開示をする場合は、

上記３種類の指標のいずれか、または全てを選択して使用する。

「再生資源利用率等」の情報開示にあたっては、率のみだけでなく
「再生資源質量」も、併せて開示する。

指標①②③を開示する場合 ○○％ （分子の質量 □□ｋｇ）

ex．
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＜用語の説明＞

※１；分子の再生資源質量カウントは、製品メーカーが“自らコント

ロール可能”な範囲とする。

この定義は、「ISO14001による環境側面の特定」を引用する。

⇒「環境マネジメントシステムの定められた適用範囲の中で、

活動､製品及びサービスについて、組織が管理できる環境

側面及び組織が影響を及ぼすことができる環境側面」

※２；プラスチック再生資源質量は、自己循環の
マテリアルリサイクルの推進を目的に、
ポストコンシューマ材のみとする。

※３；単一素材まで分解可能とは；
一般的な工具を用いて分解できるレベルとする。

【参考】「ISO１４０２１における）リサイクル材料の定義」

◆ISO１４０２１では、リサイクル材料＝プレコンシューマ材＋ポストコンシューマ材

・プレコンシューマ材…製造工程における廃棄物の流れから取り出された材料（同一工程での再利用は除く）

・ポストコンシューマ材…いったん市場に出た製品（使用済み製品）から発生する材料

＜プラスチック再生資源質量を、ポストコンシューマ材のみとする理由＞
●我が国は、家電リサイクルの仕組みにより、素性の明確なポストコンシューマ材プラスチックが、
大量安定的に回収される仕組みが整いつつある。
従って、ポストコンシューマ材を活用する仕組みを作るべき！

再生（金属、プラ）資源利用率＝再生（金属、プラ）資源質量／製品（金属、プラ）質量

製品として使用

生産端材；通常は廃棄となるが、リサイクルに廻したものは、
「プレコンシューマ材」という。
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2-2.提案事項１：再生資源利用率等に係る事項
■指標の定義

以下の３種類の指標①②③を定義する。

①再生資源利用率＝再生資源質量※１／製品質量

②再生金属資源利用率＝再生金属資源質量※１／製品金属質量

③再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源利用率＝再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源質量※／製品中のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ質量

分子：金属再生資源質量
分母：単一素材まで分解可能な金属質量※３

分子： プラスチック再生資源質量（ポストコンシューマ材のみを対象）※２

分母：単一素材まで分解可能なプラスチック質量※３

分子､分母とも熱可塑性プラスチックのみを対象とする。

■情報開示と活用の考え方

※詳細は、JIS化等の検討において更に明確化する。製品メーカは、再生資源利用率等の開示をする場合は、

上記３種類の指標のいずれか、または全てを選択して使用する。

「再生資源利用率等」の情報開示にあたっては、率のみだけでなく
「再生資源質量」も、併せて開示する。

指標①②③を開示する場合 ○○％ （分子の質量 □□ｋｇ）

ex．
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2-3-1．提案事項２：プラスチック材質表示に係る事項
■表示の共通化

■目的：プラスチック再生材の
「含有の有無」「含有率」等
の情報提供

■対象：プラスチック部品
（可能な場合は２５ｇ以上）

■表示例：

＞ＰＰ＜ Ｒ５０

（リサイクル材含有率 ５０ ±１０％）

① プラスチック
再生材使用
の新マーク

■目的：難燃剤不含有の情報提供

■対象：電気・電子部品回りの
プラスチック部品
（可能な場合は２５ｇ以上）

■表示例：

＞ＡＢＳ＜ ＦＲ０

（難燃剤の略号“ＦＲ”の後に、使用
なしの意味の“０（ゼロ）”を表示）

② 難燃剤

不含有の
新マーク

出典：（財）家電製品協会「製品ｱｾｽﾒﾝﾄﾏﾆｭｱﾙ第３版追補版」

＜リサイクラー向け表示＞＜リサイクラー向け表示＞

プラスチック材質表示プラスチック材質表示

出典：（財）家電製品協会「製品ｱｾｽﾒﾝﾄﾏﾆｭｱﾙ第３版追補版」

プラスチック資源循環を効率的に進めるた

め、プラスチック材の履歴や特性等を示す

新しい材質マークを部品に明示し、リサイ

クル施設等でのプラスチック部品の分離・

分別作業の容易化・効率化を図り、製品由

来素材の高付加価値化を実現する。

ISO11469（JIS K 6999）に基づき、質量100g
以上のプラスチック部品に材質表示

ISO11469（JIS K 6999）に基づき、質量100g
以上のプラスチック部品に材質表示

現状現状
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2-3-2.提案事項２：易解体性表示に係る事項

リサイクル処理時に穴あけが必要な部品に、そ

の穴あけの適切な位置を情報提供する。

【例】 洗濯機の回転槽に、「バランサーの塩水

抜きのための穴あけ推奨位置（対角２箇

所）」を明示する。

②穴あけ位置
を示す新マーク

「どの方向に冷蔵庫を倒してラインに投入すれ

ばコンプレッサの冷媒封入パイプから効率的に

冷媒・オイルを回収できるか」を情報提供する。

冷蔵庫の背面側の上部からコンプレッサを見た

時の「コンプレッサの冷媒封入パイプが出てい

る向き（左側：Ｌ、右側：Ｒ、冷蔵庫前面側：Ｆ、

冷蔵庫背面側：Ｂ）」に合せて、該当するマーク

を「冷蔵庫背面の機械室カバー」または「冷蔵

庫背面の表示物」に表示。

プラスチック部品の中に金属がインサートされ

ていることを「材質マーク」の近傍に表示し、再

生利用のためのプラスチック分別作業の効率

を改善する 。

【表示例】 ＞ＰＰ＜

①金属インサート
を示す新マーク

リサイクル施設等で

では、様々な・形態・

構造の製品を手分

解処理している。

解体・分別処理に役

立つ情報をマークで

共通化することによ

り、解体・分別の容

易化、作業効率の

向上を図る。 ③コンプレッサの
冷媒･オイル回収
のための「冷蔵
庫を倒す向き」を
示す新マーク

■表示の共通化

解体・分別マーク解体・分別マーク

出典：（財）家電製品協会「製品ｱｾｽﾒﾝﾄﾏﾆｭｱﾙ第３版追補版」

出典：（財）家電製品協会「製品ｱｾｽﾒﾝﾄﾏﾆｭｱﾙ第３版追補版」

出典：（財）家電製品協会「製品ｱｾｽﾒﾝﾄﾏﾆｭｱﾙ第３版追補版」

＜リサイクラー向け表示＞＜リサイクラー向け表示＞
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ＷＧ1(MD)
国内WG

電機電子5団体
DfE検討委員会

IEC/TC111国内委員会

ＷＧ２
(ECD)
国内WG

ＷＧ３
国内WG

IEC/TC111（環境）

ＷＧ1(MD)

ＷＧ２(ECD)

ＷＧ３
(RoHS測定方法） ・３R分野の高度化/国内JIS化

-再生資源利用率
-材質表示、難燃剤フリー表示、
易解体性表示 etc

・国際標準規格の検討、審議

電機電子4団体
EuP対応WG

欧州委員会
EuP指令

・EuP指令、欧州(委)への意見提出

2-４.提案事項３：国際標準化の積極的対応
～提案１＆２を国際標準化活動の場へ～

04年10月承認 議長国：日本（森紘一氏）

幹事国：イタリア 05年３月第1回会合（ミラノ）
05年3月発足

Ｍａｔｅｒｉａｌ Ｄｅｃｌａｒａｔｉｏｎ

（含有化学物質開示手順）

ｸﾞﾘｰﾝ調達

Environmentally 
Conscious Design 
（環境配慮設計） 提案１＆２

EuP:ｴﾈﾙｷﾞｰ使用機器のｴｺﾃﾞｻﾞｲﾝ枠組み指令
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３．環境配慮設計における
我が国電機電子業界の強み
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3-1.ビジネスモデルの国際発信

＜ＥＵ法制化＞
EuP指令案
WEEE指令
RoHS指令
REACH
＜国際標準化＞
IEC/ISO

＜中国＞
リサイクル法制化
含有化学物質規制
法制化

＜日本＞

１）日本のリサイクルｼｽﾃﾑは、自社製品が自社に還流

２）世界で初めて、安定的に高品質のポストコンシューマー
プラスチックが大量に回収されている。

３）マテリアルリサイクルの更なる推進による
国内将来資源の確保 （資源小国から資源立国へ）
⇒石油資源の持続的活用！

＜米国ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州＞
電子廃棄物(ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｨ)ﾘｻｲｸﾙ法

●ビジネスモデルの国際発信により、
現地リサイクル統括会社設立
現地リサイクルラーとの協業
等で有利な展開！
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3-2.家電リサイクルプラントの実績

出典 ２０００年１２月８日：高分子学
会第10回プラスチックリサイクル研
究会講演会 佐能, 藤崎

出典；家電製品協会ホームﾍﾟｰｼﾞ

プラスチック処理の環境負荷

(エコインディケータ95）

-2 .E- 0 3

- 2 .E- 0 3

- 1 .E- 0 3

- 5 .E- 0 4

0 .E+ 0 0

5 .E- 0 4

1 .E- 0 3

2 .E- 0 3

プ
ラ
再
生

高
炉
還
元

ｶ
ﾞｽ
化
溶
融

乾
溜
油
化

単
純
焼
却

焼
却
発
電

負
荷
（
ポ
イ
ン
ト
／
樹
脂
-
k
g
）

夏ｽﾓｯｸﾞ

冬ｽﾓｯｸﾞ

発ｶﾞﾝ性

重金属

富栄養化

酸性雨

ｵｿﾞﾝ層

温暖化

55,975
家電リサイクルプラントの実績（2003年度）

0 5 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 5 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 5 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3 5 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 4 5 0 0 0 0

その他有価物(ﾌ ﾟ ﾗ ｽﾁｯ ｸ )

ブ ラ ウン 管ガラ ス

非鉄・鉄など の混合物

アルミニウム

銅

鉄

再商品化重量

リサイ クル処理重量総計

重量（トン）

内訳

399,821

282,490

134,769

25,400 

55,671

55,975

8,791

1,875

・家電４品目で、約２５万㌧のプラスチックが使用されている。
有価物化は、約１０％であり、プラスチックの有価物化が課題
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0

50 0

1 00 0

1 50 0

2 00 0

2 50 0

1 9 9 6 1 9 9 8 2 0 0 0 2 0 0 2 20 0 3

未利用

ｻｰﾏﾙ

ｹﾐｶﾙ

ﾏﾃﾘｱﾙ

3-3．欧州と日本のプラスチックリサイクルの現状

万トン

年

日 欧 日 欧 日 欧 日 欧 日 欧

総有効利用量

386万㌧

39%

475万㌧

23%

164万㌧

16%

313万㌧

15%

123944133221欧州

129247535313欧州

41838633164日本2003

127946833281欧州

44936425152日本2002

50334510139日本2000

未利用ｻｰﾏﾙｹﾐｶﾙﾏﾃﾘｱﾙ年

総有効利用率；３９%

総有効利用率；５８%

使用済み家電関連機器の
廃プラ利用量7．9万㌧
(家電ﾘｻｲｸﾙ法等の寄与)

14%

23%

15%

37%

11%

31%

23%
35%

14%9%

21%

12%

15%

8%11%

28%

出典；プラスチック処理促進協会 及びPlastic Europe (旧APME)の発表数字
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・高炉還元剤、油化、ｶﾞｽ化、ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ
・ｶｽｹｰﾄﾞﾘｻｲｸﾙ、焼却/埋め立て

製品回収
(ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ)

機械破砕 金属

混合
プラスチック

有償売却
製品使用
(ﾕｰｻﾞ)

製品設計

金
属
選
別

No

特性改善

(寿命･物性改善)

Yes
特性評価
（物性/余寿命）

ﾘｻｲｸﾙ材料調製

(ﾍﾟﾚｯﾄ化)

自己循環型マテリアルリサイクル

手解体
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ部品
成形組立

3-4.プラスチックのマテリアルリサイクルの推進

リサイクル対象
材料の分離回収

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ断熱材など

※１

※３※４ ※３

リサイクル材料の品質管理技術

・リサイクル材料に適応した品質管理

リサイクル材料の特性改善技術

・余寿命評価技術

・要求特性に応じた物性改善技術

※４

※３

混合プラスチックの材種分別技術

・異物含有率低減等※２

手解体技術（回収量の拡大）

・解体性の改善/分離･分別の表示

・洗濯機水槽の解体装置の開発

※１

廃プラスチックのマテリアルリサイクル上の課題

※２

Yｅｓ

No
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４．まとめ
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環境配慮製品が社会に認知され、評価される仕組みの構築に向けて

◆ 電機電子業界 ・・・ 今後も環境配慮製品の創出に邁進します！
◆ 消費者 ・・・・・・・・ 環境配慮製品の新たな価値としてのご理解とご購入
◆ 素材メーカ ・・・・・ 再生材循環のデータ開示、再生循環し易い素材の開発

技術開発の一層の促進
◆ 流通･マスコミ ・・・・ 開示情報の伝達と普及、消費者の理解の促進
◆ リサイクラー ・・・・ 機器メーカとの共通ルールに基づく環境情報の有効活用

環境配慮製品が社会に認知され、評価される仕組みの構築に向けて環境配慮製品が社会に認知され、評価される仕組みの構築に向けて

◆ 電機電子業界 ・・・ 今後も環境配慮製品の創出に邁進します！
◆ 消費者 ・・・・・・・・ 環境配慮製品の新たな価値としてのご理解とご購入
◆ 素材メーカ ・・・・・ 再生材循環のデータ開示、再生循環し易い素材の開発

技術開発の一層の促進
◆ 流通･マスコミ ・・・・ 開示情報の伝達と普及、消費者の理解の促進
◆ リサイクラー ・・・・ 機器メーカとの共通ルールに基づく環境情報の有効活用

 
 
 
 
 
 
 
 
 

素材･部品 
の製造 

 
 

素材＆部品 
の調達 

 
 
製品の 
設計＆製造 

 
 
製品の 
流通･販売 

 
 
使用 
サービス 

 
 
廃棄 
回収 

 
リサイクル 

素材・部品メーカ 
電気電子機器
メーカ 

物流業者 
小売業者 

消費者 
サービス業者 

回収業者 
販売店 
自治体等 

リサイクラー 
 

素材メーカ 
 

･サプライチェーン情報の共有 

…含有化学物質情報の開示 

 希少資源の有効活用 

リサイクル材の活用 

･３Ｒ設計 

･リサイクル材の 

積極的活用 

･有効な指標と表示

･環境配慮製品の 

理解と消費者へ 

のＰＲ 

･環境配慮製品の 

情報開示と消費 

者のご理解 

･回収･運搬の協力

･輸送性の改善 

 

･統一的ﾙｰﾙに基づくＢtoＢ情報の有効活用 

…材料分別技術開発、有害物質の除去 

希少資源の回収等 

･マテリアルリサイクルの推進に向けた協調 

‥再生プラスチックの有効利用 

 
 

4.1.環境配慮設計情報の活用と普及に向けた共創のお願い

ライフサイクルにおいて、各主体が活用し得る環境配慮設計情報の開示と伝達の仕組み

CSR & CSR
Corporate Social Responsibility 
＋Citizen Shared Responsibility 

資源循環型社会の実現には、
国民各層がそれぞれ役割を担い、
協力していくことが肝要!

マスコミ
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